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門
戸
と
な
る
が
、
鼻
腔
粘
膜
か
ら
の
分
泌
物

に
よ
り
粉
塵
と
と
も
に
こ
こ
で
吸
着
さ
れ
る
。

喉
頭
は
、
の
ど
か
ら
食
道
と
別
れ
て
気
管
へ

向
か
う
と
こ
ろ
で
、
食
べ
物
が
入
ら
な
い
よ
う

に
ふ
た
（
喉
頭
蓋
）
が
あ
る
。
水
分
や
食
べ

物
が
通
過
す
る
際
に
は
実
に
上
手
に
素
早
く
ふ

た
を
す
る
。
高
齢
者
で
は
こ
の
嚥
下
に
障
害
が

あ
る
た
め
、
睡
眠
中
の
唾
液
の
誤
飲
に
よ
る
嚥

下
性
肺
炎
の
頻
度
が
高
く
な
る
。
気
管
は
皆

さ
ん
が
「
胸
」
と
い
っ
て
指
し
示
す
あ
た
り
で

左
右
二
つ
の
主
気
管
支
に
分
か
れ
る
。
右
の

気
管
支
は
上
中
下
の
三
本
の
葉
気
管
支
に
分

か
れ
、
左
の
気
管
支
は
上
下
の
二
本
の
葉
気

管
支
に
分
か
れ
る
。
肺
の
構
造
が
右
は
上
葉
、

中
葉
、
下
葉
に
分
か
れ
、
左
は
や
や
大
き
な

上
葉
と
下
葉
に
分
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
へ

の
通
り
道
と
な
る
。
右
気
管
支
は
気
管
か
ら

約
二
五
度
、
左
気
管
支
は
約
三
五
〜
四
五
度

角田  隆文
東京都保健医療公社荏原病院

感染症内科部長
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伴い現職。東邦大学客員講師、東京都新型
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は
じ
め
に

世
の
中
に
は
肺
炎
ほ
ど
よ
く
知
ら
れ
た
疾
患

は
な
い
。
死
因
統
計
で
は
悪
性
新
生
物
、
心

疾
患
、
脳
血
管
障
害
の
次
に
位
置
す
る
。
そ

の
一
方
で
治
る
こ
と
も
経
験
す
る
疾
患
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
医
師
が
よ
く
使
う
治
療
の
た
め

の
原
因
疾
患
別
の
分
類
で
は
な
く
、
部
位
と

機
序
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

皆
さ
ん
自
身
が
罹
患
し
た
際
や
、
家
族
の
病

シリーズ「感染症を知る」第3回

「肺炎」

状
を
医
者
か
ら
話
を
聞
く
際
に
と
て
も
役
立
つ

と
思
う
。

肺
そ
の
他
の
構
造

す
こ
し
難
し
い
内
容
だ
が
、
用
語
の
解
説
に

つ
な
が
る
部
分
な
の
で
お
許
し
願
い
た
い
。

人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
最
も
必
要
な
も
の

が
酸
素
で
あ
り
、
空
気
中
の
酸
素
を
取
り
込

む
器
官
が
呼
吸
器
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
肺
へ
の

空
気
の
通
り
道
「
気
道
」
と
肺
の
構
造
を
概

説
す
る
（
図
１
│

１
お
よ
び
１
│

２
）。

ま
ず
鼻
か
ら
の
ど
（
咽
頭
）
ま
で
を
上
気
道

と
呼
び
、
上
気
道
炎
と
い
え
ば
風
邪
を
さ
す
こ

と
に
な
る
。
ま
れ
に
は
慢
性
の
上
気
道
炎
も
あ

る
。鼻
腔
か
ら
副
鼻
腔
に
連
絡
す
る
孔
が
あ
り
、

風
邪
症
状
を
呈
す
る
副
鼻
腔
炎
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
が
、
部
位
と
し
て
は
呼
吸
器
で
は
な
い
。

吸
気
中
の
病
原
体
が
呼
吸
器
に
向
か
う
侵
入
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の
角
度
で
分
岐
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
数
世

代
ぐ
ら
い
ま
で
分
岐
を
繰
り
返
す
。
最
後
の
気

管
支
を
終
末
細
気
管
支
と
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
の

気
管
支
は
狭
く
な
っ
た
り
広
が
っ
た
り
し
て
入

り
込
む
空
気
の
分
布
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
気
管
支
に
お
い
て
は
、
分
泌
物
に
よ
っ
て

空
気
に
含
ま
れ
る
粉
塵
や
病
原
体
を
吸
着
す
る

ほ
か
に
、
吸
気
を
加
湿
し
、
温
め
る
機
能
が

あ
る
。
さ
ら
に
繊
毛
の
運
動
に
よ
り
通
常
こ
の

部
分
の
炎
症（
気
管
支
炎
）は
痰
が
絡
む
咳（
湿

性
咳が

い
そ
う嗽
）
の
症
状
に
な
る
。
病
的
な
気
道
の

収
縮
に
な
る
と
気
管
支
喘
息
を
起
こ
し
た
り
、

慢
性
の
炎
症
を
起
こ
し
て
咳
が
続
い
た
り
、
痰

が
絡
ん
だ
り
す
る
。
後
者
を
慢
性
気
管
支
炎

と
呼
び
、
後
述
す
る
肺
気
腫
と
あ
わ
せ
て
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
）
と
い
う
病
態

に
な
っ
て
い
く
。
気
管
支
炎
か
ら
気
管
支
肺

炎
に
進
展
し
て
い
く
と
、
炎
症
の
区
域
と
正
常

の
区
域
が
混
在
す
る
た
め
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
上

は
ま
だ
ら
な
浸
潤
影
と
な
る(

小
葉
性
肺
炎
あ

る
い
は
巣
状
肺
炎)

。

小
葉
気
管
支
に
は
四
│
五
本
の
終
末
細
気

管
支
を
分
岐
す
る
。
一
本
の
終
末
細
気
管
支

に
支
配
さ
れ
る
領
域
が
細
葉
で
あ
り
、
呼
吸

細
気
管
支
、
肺
胞
道
、
肺
胞
管
、
肺
胞
嚢
、

肺
胞
と
進
ん
で
い
く
。
四
│
五
個
の
細
葉
が

集
ま
っ
て
隔
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
部
分
を
小
葉

と
い
う
。
直
径
で
一
〜
二
㎝
大
の
領
域
で
あ

る
。細
葉
同
士
は
小
さ
な
穴
で
交
通
し
て
お
り
、

通
常
、
肺
炎
と
い
え
ば
こ
の
小
葉
の
単
位
で
起

き
て
い
る
（
次
ペ
ー
ジ
図
２
）。
こ
ち
ら
は
レ

ン
ト
ゲ
ン
上
均
一
な
陰
影
と
な
っ
て
大
葉
性
肺

炎
と
呼
ば
れ
る
。
肺
胞
は
行
き
止
ま
り
で
、
肺

胞
上
皮
細
胞
・
毛
細
血
管
内
皮
細
胞
を
通
し

て
ガ
ス
交
換
が
行
わ
れ
る
。

肺
胞
は
ま
さ
に
ブ
ド
ウ
の
房
の
よ
う
に
重
な

上気道（上気道炎）
　急性上気道炎
　慢性上気道炎

下気道（下気道感染症）
　急性気管支炎
　慢性下気道感染症
　慢性気管支炎
　肺気腫
　気管支拡張症
　間質性肺炎

肺胞（肺炎）
　細菌性肺炎
　非定型肺炎

胸膜
　胸膜炎
　結核性胸膜炎

図1-1　肺の構造とその疾患

図1-2　肺小葉の構造

　胸郭は骨や筋肉で囲まれており、大きくなることで陰圧を作り、肺を拡張するこ
とによって空気を吸い込む。
　鼻と口から流入した空気は、咽頭で一つになった後、前方の気管と後方の食道に
分岐する。喉頭は気管の入り口で、喉頭蓋があり、食物を飲み込むときにフタをす
る。
　喉頭には声帯があり、ここを超え気管に入る。気管の前方は23個ぐらいの馬蹄
形の軟骨で囲まれて、下方へ延び、心臓の上の高さで左右に分岐する。それぞれ右
主気管支、左主気管支と呼ぶ。気管支は20数回の分岐を繰り返し、肺胞にたどり
着く。
　気道では、空気を加温、加湿し、また分泌物を出して塵埃や病原体を吸着する。
これらの分泌物は、線毛の運動により、口側に押し出され、ある程度の太さの気管
支からは咳によって口腔へ吐き出される。喀出された痰は細菌性肺炎では病原体診
断に欠かせない。

　二次小葉の中央を気管支と肺動脈が並行して走り、小葉間隔壁の中を肺静脈が
走っている。肉眼的にも確認ができる小葉間隔壁に囲まれた多面体である。この概
念は間質性病変を理解するのに役に立つ。二次小葉は細気管支の支配領域の単位
で、30個ほどの細葉（一次小葉）が集まってできているとされている。
　肺動脈は気管支の分岐に合わせて走行し、次第に細くなり、肺胞においては毛細
血管となって肺胞を網の目のごとくに包み込む。そこで二酸化炭素を放出し、酸素
を取り入れながら集まり、小葉間隔壁を通って心臓に向かう。

細葉

小葉間隔壁 肺静脈

肺動脈
細気管支

細葉 細葉
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り
合
っ
て
、
そ
の
周
囲
を
毛
細
血
管
が
取
り

囲
む
。
肺
胞
の
表
面
積
が
す
べ
て
ガ
ス
交
換
に

携
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
総
面
積
は
全
身

の
皮
膚
総
面
積
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
。
血
液

は
毛
細
血
管
の
中
を
ゆ
っ
く
り
進
み
な
が
ら
、

酸
素
を
取
り
入
れ
二
酸
化
炭
素
を
肺
胞
中
へ

排
出
し
た
の
ち
、
肺
静
脈
へ
流
れ
る
。
肺
の
動

脈
は
気
道
に
沿
っ
た
走
行
だ
が
、
肺
静
脈
や

リ
ン
パ
系
は
こ
の
肺
胞
か
ら
小
葉
間
隔
壁
に
沿

う
こ
と
が
多
い
。
時
折
耳
に
す
る
こ
と
の
あ
る

間
質
性
肺
炎
は
上
述
の
気
道
系
で
は
な
く
肺

胞
上
皮
細
胞
基
底
膜
か
ら
毛
細
血
管
基
底
膜

の
間
、
間
質
の
炎
症
に
よ
り
ガ
ス
交
換
が
し
に

く
く
な
る
。
ま
た
炎
症
に
よ
り
肺
の
支
持
組
織

が
肥
厚
し
（
線
維
化
）
肺
そ
の
も
の
の
膨
張
・

収
縮
が
妨
げ
ら
れ
、
空
気
の
交
換
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
肺
の
ガ
ス
交
換
を
妨
げ
る
。
大
雑

把
に
い
え
ば
、
痰
が
出
な
い
咳
（
乾
性
咳
嗽
）

が
間
質
性
肺
炎
の
特
徴
で
も
あ
る
（
図
３
）。

胸
部
聴
診
所
見
で
は
捻
髪
音
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
の
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
が
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ

を
は
が
す
音
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
の
メ
ー
カ
ー
名
（
ベ
ル
ク
ロ
社
）

に
ち
な
み
、
ベ
ル
ク
ロ
ラ
音
と
呼
称
さ
れ
る
。

肺
炎
の
起
炎
菌

│
市
中
肺
炎
・
院
内
肺
炎
│

肺
炎
は
肺
実
質
の
炎
症
で
、
病
原
微
生
物

に
よ
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
生
活
し
て

い
る
環
境
で
病
原
微
生
物
の
分
離
頻
度
が
異

な
る
た
め
に
、
市
中
肺
炎
と
院
内
肺
炎
と
に

分
け
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
病
院
に
入
院

し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
多
く
発
症
す
る
院
内
肺

炎
に
は
、
病
気
で
弱
っ
て
い
る
人
、
免
疫
力

が
低
下
し
て
い
る
人
が
な
り
や
す
く
、
病
院
環

境
に
多
い
細
菌
を
原
因
と
す
る
も
の
と
い
う
意

図2　細菌性肺炎

図3　間質性肺炎

　もっとも頻繁にみられる肺炎の形である。細葉中心に始まり、細葉同士は孔があ
いて互いに交通しており、いくつかの細葉が侵されると、レントゲン上にうつる肺
炎となる。扁桃炎や気管支炎を起こしながら、空気の通り道を侵していくこともあ
る（気管支肺炎）。ニューモシスティス肺炎（従来カリニ肺炎と呼ばれていた）の
ように、肺胞腔内を埋めてしまうこともある。
　肺炎球菌や肺炎桿菌などでは肺胞性肺炎からより大きな病変の大葉性肺炎に移
行する。呼吸が苦しくなる低酸素状態になるまでには時間を要する。発熱、咳そ
う、喀痰の三徴をみたら、肺炎の前兆と考えてよい。

　肺胞側ではなくその毛細管から外側胸膜下間質腔へ向けて、炎症がおきる。間質
性肺炎という用語はしばしば特発性間質肺炎や放射線障害による肺炎として使わ
れる。麻疹肺炎やインフルエンザ肺炎では、おそらく肺胞上皮でウイルスが感染す
るため、レントゲン上に異常陰影がないうちに呼吸困難となる。多くみられるマイ
コプラズマ肺炎では痰を伴わない咳が出ているときに、レントゲン上に陰影が出始
める。肺胞性肺炎に比べ、比較的広範囲に起こり、また陰影も一段淡い。スリガラ
ス陰影と呼ばれる。しかしこれも進行してしまうと大葉性肺炎となることもある。
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味
合
い
が
あ
る
。
一
方
、
市
中
肺
炎
は
、
一

般
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
、
多
く
は

風
邪
症
状
に
引
き
続
い
て
高
熱
や
咳
、
痰
と

い
う
呼
吸
器
症
状
に
な
る
も
の
と
い
え
る
。
い

ず
れ
も
胸
部
聴
診
所
見
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
に
異
常
が
み
ら
れ
て
初
め
て
肺
炎
と
診
断
さ

れ
る
。

市
中
肺
炎
は
入
院
の
適
否
を
考
え
る
上
で
、

重
症
度
に
分
類
さ
れ
る
。専
門
外
の
医
師
に
は
、

肺
炎
と
診
断
し
て
も
入
院
と
な
ら
な
い
こ
と
に

違
和
感
を
覚
え
る
者
が
多
い
。
ま
た
市
中
肺

炎
は
、肺
炎
球
菌
な
ど
に
よ
る
細
菌
性
肺
炎
と
、

ウ
イ
ル
ス
や
細
胞
壁
を
持
た
な
い
細
菌
を
原
因

と
す
る
非
定
型
肺
炎
と
に
分
類
さ
れ
る
。
ペ
ニ

シ
リ
ン
系
抗
菌
薬
が
効
く
も
の
と
効
か
な
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
抗
菌
薬
の
選
択
に
工
夫
が
い

る
。
非
定
型
肺
炎
の
方
が
発
熱
や
咳
嗽
に
乏

し
い
た
め
に
、
軽
い
印
象
が
あ
る
が
、
必
ず
し

も
軽
い
も
の
で
は
な
く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

見
て
初
め
て
驚
く
こ
と
も
あ
る
（
表
１
）。

市
中
肺
炎
の
起
炎
病
原
体
は
、
六
五
歳
以

上
で
は
肺
炎
球
菌
が
三
〇
％
を
占
め
、
次
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ジ
ア
と

続
く
。
非
定
型
肺
炎
の
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
の
頻

度
は
低
い
。
一
方
六
〇
歳
未
満
で
は
、
肺
炎

球
菌
が
二
〇
％
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
が
二
〇
％

弱
、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿

菌
が
続
く
。
残
念
な
が
ら
起
炎
菌
不
明
も
少

な
く
な
く
、
四
〇
％
前
後
は
検
索
し
て
も
起
炎

菌
不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
多
い
。
こ

の
他
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
や
溶
血
レ
ン
サ
球
菌
、

ブ
ラ
ン
ハ
メ
ラ
・
カ
タ
ラ
ー
リ
ス
な
ど
急
性
扁

桃
炎
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
菌
、
ま
た
二
四
時

間
風
呂
で
脚
光
を
浴
び
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
な
ど
も

あ
る
。
気
管
支
拡
張
症
な
ど
の
基
礎
疾
患
を

持
っ
た
方
で
は
緑
膿
菌
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
も
あ
り
、
今
般
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に

は
影
が
で
な
い
う
ち
に
、
酸
素
濃
度
が
低
下
す

る
症
例
が
よ
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
市
中
肺
炎
の
中
で
も
非
定
型
肺
炎

は
、典
型
的
な
細
菌
性
肺
炎
の
場
合
と
異
な
り
、

初
期
に
は
呼
吸
器
症
状
が
軽
症
で
、
呼
吸
困

難
と
咳
嗽
を
伴
う
肺
炎
像
を
認
め
る
が
、
喀
出

痰
が
な
い
。
非
定
型
肺
炎
の
主
要
な
原
因
微

生
物
で
あ
る
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
肺
炎
は
、

健
康
な
若
年
者
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
頑
固

な
咳
が
特
徴
で
あ
る
。
典
型
的
な
細
菌
性
肺

炎
に
比
べ
て
、
胸
部
聴
診
上
の
ラ
音
な
ど
の
身

体
所
見
に
乏
し
く
、
ま
た
検
査
所
見
上
も
末

梢
白
血
球
数
が
上
昇
し
な
い
。
喀か

く
た
ん痰
検
査
で

も
グ
ラ
ム
染
色
に
お
い
て
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
。

一
方
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
ス
リ
ガ
ラ
ス

状
陰
影
や
巣
状
の
病
変(skip lesion) 

と
呼
ば

れ
る
非
連
続
性
の
多
発
す
る
陰
影
が
特
徴
で
あ

る
。
家
族
内
感
染
や
集
団
発
生
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
診
断
の
一
助
と
な
る
。
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
が
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
さ
ま
ざ
ま
見
ら

れ
る
の
に
対
し
、
オ
ウ
ム
病
ク
ラ
ミ
ジ
ア
や
レ

ジ
オ
ネ
ラ
に
よ
る
肺
炎
で
は
多
く
の
場
合
は
重

症
で
、
急
速
に
呼
吸
状
態
が
悪
化
す
る
。「
成

表1

細菌性肺炎の起炎病原菌
肺炎球菌 Streptococcus pneumonia
インフルエンザ桿菌 Haemophilus infl uenzae
溶血レンサ球菌 β-hemolytic streptococcus
モラキセラ・カタラリス Moraxella catarrhalis
黄色ブドウ球菌 Staphylococcus aureus
その他の細菌、真菌
非定型肺炎の起炎病原体
マイコプラズマ Mycoplasma pneumoniae
肺炎クラミジア Chlamydophilia pneumoniae
オウム病 Chlamydophilia psittaci
レジオネラ Lgionella pneumophila
ウイルス

表2　非定型肺炎の鑑別

①年齢60歳未満
②基礎疾患がない、あるいは軽微
③頑固な咳がある
④胸部聴診所見が乏しい
⑤痰がない、あるいは迅速診断法で原因菌が証明されない
⑥末梢血白血球数が1万/μL未満である

上記6項目を使用した場合　
　4項目以上合致：非定型肺炎疑い
　3項目以下：細菌性肺炎疑い
　（感度77.9%、特異度93.0%）

上記の①～⑤までの5項目を使用した場合
　3項目以上合致：非定型肺炎疑い
　2項目以下：細菌性肺炎疑い
　（83.9%、特異度87.0%）
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人
市
中
肺
炎
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
非
定

型
肺
炎
を
鑑
別
す
る
た
め
の
項
目
を
設
け
て
お

り
、
治
療
の
目
安
に
し
て
い
る
（
表
２
）。

も
っ
と
も
頻
度
が
高
い
肺
炎
球
菌
は
ペ
ニ
シ

リ
ン
に
対
す
る
抵
抗
性
が
増
大
し
て
お
り
、
特

に
欧
米
で
は
三
〇
％
前
後
と
い
わ
れ
て
い
る
ペ

ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
の
割
合
が
、
香
港
、

韓
国
と
並
ん
で
わ
が
国
で
も
六
〇
％
以
上
と
い

わ
れ
て
い
る
。
少
し
学
術
的
な
内
容
だ
が
、
ペ

ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
の
う
ち
、
ペ
ニ
シ
リ

ン
が
全
く
効
か
な
い
も
の
は
少
な
く
、
逆
に
よ

く
つ
か
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
セ
フ
ェ
ム
系
抗
菌

薬
や
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
に
は
治
療
抵
抗

性
で
あ
る
。
先
ず
は
高
濃
度
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
が

良
い
こ
と
に
な
り
、
次
に
感
受
性
が
残
る
一
部

の
セ
フ
ェ
ム
系
抗
菌
薬
を
使
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
は
、
当
初
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
患
者
か
ら
の
検
出
が
多
く
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
病
原
体
と
誤
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
命
名

さ
れ
た
よ
う
に
、
二
次
感
染
の
細
菌
性
肺
炎

と
し
て
は
頻
度
が
高
い
。
こ
れ
も
ペ
ニ
シ
リ
ン

系
抗
菌
薬
が
有
効
で
あ
る
が
、
β
ラ
ク
タ
マ

ー
ゼ
産
生
と
β
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
非
産
生
に
よ
り

ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
を
Ｂ

Ｌ
Ｎ
Ａ
Ｒ
（
β
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
非
産
生
ア
ン

ピ
シ
リ
ン
耐
性
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
と
呼

び
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
が
検
出
さ
れ
た
う

ち
二
〇
％
程
度
を
占
め
る
。
頻
度
の
高
い
病

原
体
で
さ
え
、
抗
菌
薬
の
選
択
に
は
頭
を
悩

ま
す
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
や

ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
は
じ
め
β
ラ
ク

タ
ム
系
抗
菌
薬
は
全
く
無
効
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
薬
剤
が
細
菌
の
細
胞
壁
に
働
き
か
け
る
の
に

対
し
、
細
胞
壁
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
は
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
耐
性
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る

の
で
（
一
五
％
前
後
）、
さ
ら
に
治
療
方
針
の

確
定
に
困
難
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
日
本
呼
吸
器
学
会
「
成
人
市
中
肺

炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
あ
り
、
こ
れ
も

二
〇
〇
五
年
に
改
定
さ
れ
た
が
、
呼
吸
器
を

専
門
と
し
な
い
医
師
に
向
け
た
指
針
と
な
っ
て

い
る
。
従
来
か
ら
肺
炎
球
菌
は
喀
痰
中
の
グ

ラ
ム
染
色
に
よ
り
、
特
徴
的
な
双
子
型
の
細

菌
を
顕
微
鏡
下
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

細
菌
検
査
室
の
あ
る
施
設
で
は
多
用
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
幸
い
に
も
迅
速
診
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
尿
中
の
肺
炎
球
菌
抗
原
を
検

出
す
る
方
法
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
迅
速
診
断
で

は
血
液
中
の
早
期
反
応
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
分

画
（IgM

）
を
検
出
す
る
方
法
が
一
般
病
院
で

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
診
断
の
補
助
と
な
っ

て
い
る
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
も
迅
速
診
断
が
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
型
の
違
い
か
ら
わ
が
国
で
は
陽
性

率
が
低
い
の
で
、陰
性
＝
否
定
と
は
な
ら
な
い
。

市
中
肺
炎
に
対
し
て
、
入
院
後
四
八
時
間

以
降
に
新
た
に
発
症
し
た
肺
炎
と
い
う
の
が

院
内
肺
炎
の
定
義
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
医
療
環
境
や
医
療
従
事
者
か
ら
感
染
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
院
内
肺
炎
の

起
炎
菌
は
不
明
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
喀
痰
や

吸
引
痰
か
ら
分
離
さ
れ
る
も
の
は
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
、
緑
膿
菌
、
肺
炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
と
な
る
。
ま
た
入
院
患
者
は
、
免
疫

の
低
下
し
た
易
感
染
性
者
が
多
く
、
健
常
者

に
は
発
病
が
少
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン

耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）、
大
腸
菌
、
ク
レ
ブ

シ
エ
ラ
属
、
緑
膿
菌
、
さ
ら
に
真
菌
（
カ
ビ
）

で
あ
る
と
こ
ろ
の
カ
ン
ジ
ダ
、
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル

ス
、
カ
リ
ニ
（
か
つ
て
は
原
虫
に
分
類
さ
れ

て
い
た
が
現
在
はP

neum
ocystis jiroveci

）

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
抵
抗
力
の
低
下
や
薬
剤
の

効
き
に
く
さ
か
ら
重
症
化
し
や
す
い
。

嚥
下
障
害
に
よ
る
と
こ
ろ
の
嚥
下
性
肺
炎

も
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
場
合
は
口
腔
内
の
常

在
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
脳
出
血
や

脳
梗
塞
の
後
遺
症
と
し
て
前
述
の
喉
頭
蓋
が

閉
ま
り
に
く
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
が
、
食
物

を
誤
飲
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
口
腔
内
の
唾
液

や
臥
床
中
に
胃
液
が
食
道
を
逆
流
し
て
気
管

に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、
食
物
の
経
口
摂
取
を

止
め
て
も
起
き
る
。
健
常
者
で
あ
れ
ば
気
管
内

に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
む
せ
た
り
咳
を
す
る
こ
と

で
吐
き
出
す
の
だ
が
、
そ
の
反
射
が
弱
い
た
め

に
奥
へ
入
っ
て
し
ま
う
。
寝
た
き
り
に
な
る
と
、

繰
り
返
し
誤
飲
し
て
い
る
う
ち
に
、
背
中
側
に

気
質
化
し
た
肺
炎
像
を
呈
す
る
の
で
、
胸
部

の
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
と
、
背
側
に
水
が
た
ま
っ

た
よ
う
に
な
る
。
肺
胞
に
物
理
的
に
水
分
が
た

ま
る
こ
と
と
、
唾
液
や
胃
液
の
消
化
液
に
よ
っ

て
化
学
性
の
肺
炎
を
お
こ
し
、
組
織
が
破
壊

さ
れ
て
い
く
。
誤
飲
に
よ
っ
て
突
然
の
発
熱
を
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表3　肺炎の分類と軽症のときの経口抗菌薬

分　類 原　因 起炎病原体 一部病原体特定の
迅速診断

外来でよくつかわれる
経口抗菌薬

感染性肺炎

細菌性肺炎

喀痰グラム染色鏡検

肺炎球菌 肺炎球菌尿中迅速抗原

・ペニシリン系経口薬
・ペネム系経口薬
・レスピラトリーキノロン経口薬
・ケトライド

インフルエンザ桿菌

・βラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリ
ン系経口薬
・第2，3世代セフェム系経口薬
・ニューキノロン系経口薬

肺炎桿菌
（クレブシエラ）

・βラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリ
ン系経口薬
・第2，3世代セフェム系経口薬
・ニューキノロン系経口薬

黄色ブドウ球菌 ・βラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリ
ン系経口薬

モラクセラ・
カタラーリス

・マクロライド系経口薬
・βラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリ
ン系経口薬
・第2，3世代セフェム系経口薬

レンサ球菌 溶血レンサ球菌：咽頭粘
液

・ペニシリン系経口薬
・マクロライド系経口薬

緑膿菌 ・ニューキノロン系経口薬　

嫌気性菌

・ペニシリン系経口薬
・βラクタマーゼ阻害剤配合ペニシリ
ン系経口薬
・ペネム系経口薬

非定型肺炎
マイコプラズマ マイコプラズマ特異ＩgM

抗体：血液
・ニューキノロン系経口薬
・マクロライド系経口薬

レジオネラ レジオネラ：尿 ・ニューキノロン系経口薬
・マクロライド系経口薬

真　　菌
アスペルギルス（アレルギ
ー性肺アスペルギルス症）
クリプトコッカス

・イトラコナゾ－ル

ウイルス性肺炎 インフルエンザウイルス
サイトメガロウイルス

インフルエンザ：咽頭ぬ
ぐい液

機械的肺炎
嚥下性肺炎
閉塞性肺炎
吸入性肺炎

薬剤性肺炎
抗ガン剤
インターフェロン
漢方薬

症候性肺炎 過敏性肺炎
膠原病性肺炎

　比較的軽症で入院を要しない場合、あるいは迅速診断にてある程度の予想がつく場合は、入院を要さない。この場合、複数の病原体もしくは他の機序に
よる肺炎を合併しているかもしれないことに注意しておく必要がある。さらに、正しく判断されていても、薬剤耐性菌の増加により、効果が出にくいこともある。
肺炎には数多くの原因があるので、経過を見極めながら治療をしていくことが肝要である。乳幼児では、成人と異なり肺炎桿菌や緑膿菌は少ないため、セフ
ェム系よりもペニシリン系を選択することが多い。モラキセラ・カタラーリスではペニシリンが分解されてしまうため、βラクタマーゼ阻害薬剤配合の抗菌薬
製剤（スルバクタム・アンピシリン、タゾバクタム・ピペラシリンなど）を選択する。学童以上の年齢ではマイコプラズマによる肺炎が増加するため、マクロ
ライド系で治療を開始することがある。
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だ
す
の
で
、
突
然
の
発
熱
と
肺
炎
像
と
い
う
こ

と
で
定
義
さ
れ
た
重
症
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
流
行
初
期
に
は
、
嚥
下
性
肺
炎

の
患
者
も
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
症
例
と
し
て
感
染
症
指

定
病
院
へ
搬
送
さ
れ
て
き
た
。
入
浴
中
に
血

圧
が
低
下
し
て
湯
船
に
お
ぼ
れ
た
結
果
、
嚥
下

性
肺
炎
と
な
る
方
も
あ
る
の
で
、
比
較
的
身
近

に
あ
る
病
態
で
あ
る
。

間
質
性
肺
炎

肺
炎
に
は
病
原
体
に
よ
ら
な
い
も
の
も
あ

る
。
特
発
性
肺
線
維
症
と
呼
ば
れ
た
間
質
性

肺
炎
は
、
未
だ
に
原
因
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
難
病
で
あ
る
し
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
全

身
性
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
、
皮
膚
筋
炎
な
ど

の
膠
原
病
で
は
、
そ
の
膠
原
病
の
一
症
候
と

し
て
線
維
化
を
き
た
し
た
間
質
性
肺
炎
を
併

発
す
る
こ
と
が
あ
り
、
膠
原
病
で
は
間
質
性
肺

炎
が
致
命
的
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス

性
肺
炎
も
間
質
性
肺
炎
の
形
を
と
る
こ
と
が
多

く
、
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
前
者
が
免

疫
活
動
に
よ
っ
て
発
現
す
る
た
め
に
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
を
投
与
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
後
者

は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
で
増
悪
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
治
療
に
困
難
を
き
た
す

こ
と
が
あ
る
。

抗
癌
剤
の
一
部
に
間
質
性
肺
炎
を
起
こ
す

も
の
が
あ
る
ほ
か
、
肝
炎
に
使
用
さ
れ
る
小
柴

胡
湯
な
ど
の
漢
方
薬
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の

副
作
用
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
放
射
線
療

法
も
肺
に
線
維
化
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。

肺
炎
の
症
状
と
診
断

肺
炎
は
発
熱
、
咳
、
喀
痰
、
の
三
つ
の
症

状
か
ら
疑
わ
れ
る
の
だ
が
、
高
齢
者
で
は
発
熱

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
し
、
前
述
の
よ
う

に
非
定
型
肺
炎
や
間
質
性
肺
炎
で
は
乾
性
咳

嗽
と
い
っ
て
痰
が
ら
み
と
な
ら
な
い
。
読
者
の

皆
さ
ん
か
ら
す
る
と
「
風
邪
で
は
な
い
な
、
医

者
に
行
こ
う
」
と
い
う
判
断
を
す
る
拠
り
所
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
。
典
型
的
な
肺
炎
で
あ
れ

ば
、
発
熱
は
三
八
度
以
上
、
四
│
五
日
で
終

わ
ら
な
い
長
引
く
咳
、
粘
調
な
痰
も
し
く
は
黄

色
膿
性
痰
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
現
実

に
は
、
胸
痛
や
呼
吸
困
難
、
意
識
障
害
と
な

っ
て
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
が
絶
え
な
い
。
市
販

の
総
合
感
冒
薬
で
一
週
間
耐
え
続
け
て
い
る

の
だ
が
、
解
熱
鎮
痛
薬
と
鎮
咳
薬
で
症
状
を

抑
え
続
け
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
で
あ
れ
ば
、
咳
は
ひ

ど
い
が
痰
が
で
な
い
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思

い
こ
ん
で
い
た
り
、
百
日
咳
の
後
遺
症
と
診
断

さ
れ
た
人
も
い
る
。
本
編
に
は
記
述
し
て
い
な

い
が
、
肺
結
核
も
経
過
の
長
い
病
気
で
あ
り
、

咳
や
痰
が
で
て
も
発
熱
に
乏
し
く
、
受
診
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
疾
患
で
あ
る
。
食
欲
不
振

や
な
ん
と
な
く
全
身
倦
怠
を
感
じ
る
こ
と
が
初

発
症
状
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

概
し
て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
り
、
白

血
球
や
炎
症
所
見
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
検
査
し
て
は
じ

め
て
判
明
す
る
こ
と
も
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

肺
炎
の
治
療

軽
症
で
、患
者
さ
ん
本
人
に
体
力
が
あ
っ
て
、

服
薬
が
継
続
可
能
で
あ
れ
ば
、
入
院
し
な
い
で

治
療
す
る
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
食
事
が

取
れ
る
状
況
で
な
け
れ
ば
、
体
力
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
入
院
す

る
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
酸
素
が
低
い
場
合

も
、
酸
素
吸
入
と
い
う
形
で
、
入
院
が
必
須

と
な
る
。
医
療
側
か
ら
は
、
病
原
体
に
確
証

が
な
い
段
階
で
は
、
毎
日
の
変
化
、
改
善
が

気
に
な
る
の
で
、
入
院
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
。

ま
た
か
な
り
重
症
な
致
死
的
な
呼
吸
困
難
と

な
る
場
合
、
多
く
は
一
過
性
で
あ
る
が
、
人
工

呼
吸
器
を
併
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、

高
齢
で
あ
っ
た
り
、
慢
性
呼
吸
不
全
な
ど
を
持

っ
て
い
る
方
で
は
、
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱

が
難
し
く
、
医
師
か
ら
は
「
気
管
内
に
挿
管
し

ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
心
の

準
備
が
な
い
と
き
に
は
、
人
工
呼
吸
器
の
装
着

が
、
当
然
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
筋

力
で
呼
吸
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
で
一
週
間

過
ご
す
と
、
呼
吸
筋
は
か
な
り
委
縮
す
る
。
そ

の
た
め
に
自
発
呼
吸
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
こ

と
を
危
惧
す
る
た
め
の
同
意
を
求
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
医
者
は
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
る
べ
き
で
、
と
い
う
正
し
い
考
え
方

で
は
あ
る
が
、
本
人
の
意
思
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。


